
岡崎城下家康公秋まつり（公共交通に親しむ日）の結果について
１ 概 要

⑴ 趣旨 

岡崎城下家康公秋まつりにブース出展することで、幅広い年代の方に公共交通に対して

親しみを持ってもらい、利用を促進する。

⑵ 実施日 

１日目：令和６年 11 月２日（土）

10 時～14 時 30 分 雨

２日目：令和６年 11 月３日（日）

10 時～15 時 晴

 ⑶ 場所 

殿橋下流乙川河川緑地右岸

 ⑷ 実施主体 

岡崎市・岡崎市地域公共交通会議

２ 実施内容

●バスの乗り方教室・運転手体験

名鉄バス㈱の協力により会場にバスを入れ、より多くの方にバスの乗り方を学んでもらうため

乗り方教室を開催すると共にバス運転手の制服を着用し乗務体験を開催。

●パネル展示

「市内を運行する公共の交通の紹介」や、「公共交通利用者が減少している状況」、「公共交

通利用のメリット」などに関するパネルを展示。



 図画入りナンバープレートの設置、東岡崎駅の過去の写真やイメージパース、名古屋鉄

道や愛知環状鉄道のイベント周知なども併せて実施。

また、愛知環状鉄道㈱及び名鉄バス㈱の協力による顔出しパネルも設置。

●クイズラリー

ブース内のパネルを見ながら回答する子ども向けのクイズラリーを実施することで、パネル

を見てもらうきっかけづくりを行った。

【クイズラリー回答者数】

１日あたりの目標回答者数：600 名

回答者数 目標達成率

２日（土） 210 名 35％

３日（日） 630 名 105％

合計 840 名 70％

３ 評価

 「公共交通に親しむ日」は令和元年度以来の実施であり、準備不足の部分もあったが当日は

大きな混乱もなく、事業を実施することができた。

 遠方から確認できるバスの設置や、テント外に設置した顔出しパネルなどが呼び水とな

り、公共交通に関心のない方もブース内に来場してもらうことができ、公共交通に関心を持

ってもらうきっかけを提供することができた。

 今後、実施の際にはより多くの市民に興味を持ってもらうことを目指し、公共交通会議を

通じてＰＲ内容の調整や交通事業者の参画の呼びかけなどを行う必要がある。
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